


九州産業大学・造形短期大学部　図書館

 2. 「吾輩は猫である。」【918.6/Ki42/1-10(1)：10148788】

 5. 「祇園精舎の鐘の声、諸行無常の響あり。」【910.8/Sh57/2-45：10512711】

 7. 「或日の暮方の事である。」【918.6/Ki42/1-25：10148903】

 9. 「こんな夢を見た。」【913.6/N 58/20：10674735】

 12. 「小さな谷川の底を写した二枚の青い幻燈です。」【絵本 /や：10771399】

 13. 「夜の帳にささめき盡きし星の今を下界の人の鬢のほつれよ」【918.6/Ki42/1-8：10148786】

 16. 「隴西の李徴は博学才穎、天宝の末年、若くして名を虎榜に連ね―」【913.6/N 31/6：10707366】

 18. 「これは、私が小さいときに、村の茂平というおじいさんからきいたお話です。」【910.8/P 76/1-16：10575643】

 19. 「メロスは激怒した。」【913.6/D 49/15：10941858】

 20. 「山椒魚は悲しんだ。」【913.6/I 12/2：10495475】

 1. 「いづれのおほん時にか、女御更衣あまた侍ひ給ひけるなかに―」【913.36/Mu56/8-1B：10838109】

 3. 「人魚は、南の方の海にばかり棲んでいるのではありません。」【918.6/Sh95/1-14：10726509】

 4. 「私は其人を常に先生と呼んでゐた。」【918.6/Ki42/1-20：10148798】

 6. 「廻れば大門の見返り柳いと長けれど、お歯ぐろ溝に燈火うつる―」【918.6/Ki42/1-28：10148906】

 8. 「つれづれなるままに、日ぐらし、硯にむかひて―」【914.45/Y 86/7：10918470】

 10. 「松戸与三はセメントあけをやっていた。」【913.6/H 47/3：10841512】

 11. 「参謀本部編纂の地図を又繰開いて見るでもなからう―」【918.6/Ki42/2-6：10148927】

 14. 「えたいの知れない不吉な塊が私の心を始終圧えつけていた。」【913.6/Ka22/2：10674739】

 15. 「春は、曙。」【914.3/Se17/11-1：10923529】

 17. 「佳子は、毎朝、夫の登庁を見送ってしまうと―」【918.68/E 24/1-2：10139031】

タテのカギ

ヨコのカギ
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